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この度、第 71 回日本胸部外科学会定期学
術集会を開催することになりました。私は
じめ、東京医科歯科大学大学院医歯学総合
研究科・心臓血管外科学分野にとりまして
は、大変光栄なことであり厚く御礼申し上
げます。本学としては 38 年前（昭和 55 年）
に故浅野献一先生のもと第 33 回集会が開
催されて以来、関東としても 9 年前（平成
21 年）第 62 回の四津良平先生以来となりま
す。会期は 2018 年 10 月 3 日から 6 日の 4 日
間、10 月 3 日はPGC、評議員会といたしま
した。会場は、グランドプリンスホテル新
高輪・国際館パミールとなります。今回は
全てのセッションが、ひとつの大きな建物
内で行われますので、会場間の移動を要し
ません。最寄りの品川駅は、東京の新しい
玄関口として東海道新幹線の停車駅でもあ
り、羽田空港からのアクセスも良好です。

テーマは、”Scientific Creativity”、すなわ
ち“科学に基づく創造性”としました。

胸部外科医は、何と言っても技量の高さ
が問われる職種ですから、私たちにとって
ある手技を習得するために練習を繰り返す
ことは必須であります。そして、技量が人
よりも上達すれば名医と呼ばれるようにな
るかもしれません。しかし、それは、本当
に私たちの目指すものでしょうか。技能を
反復し確立された知識を習得するばかりで
は、現状の問題は解決されず、いずれ限界
が生じてしまいます。これを打破するの
が、”科学”と”創造性”であると私は考えて
います。「実験を重ね、エビデンスを検証
する」のが科学＝Scienceであり、「考えを
巡らして、常に特別な新しい何かをつけ足
していく」のが創造性＝Creativityです。こ
の、一見相反する概念である”科学”と”創造
性”を行きつ戻りつしながら試行錯誤する
姿勢・視点・方法論を、”科学に基づく創造
性”、すなわち、”Scientific Creativity”と定義
し、胸部外科学の近未来を拓く原動力と考
えて、本学術集会のテーマといたしました。

今回のポスターの絵柄は、私が原図を描
き、それをイラストレーターに仕上げても
らいました。心臓と肺・食道をデフォルメ
した怪鳥（？）のようなものが東京湾上空に
浮かんでいます。私の頭の中での創造物＝
Creatureで、三領域の統括学会としての胸
部外科学会の飛躍をイメージしました。

各領域のプログラムの充実を図るため、
プログラム委員長として呼吸器外科領域を
本学の大久保憲一教授が、食道領域を本学
の河野辰幸名誉教授が担当し、心臓血管外
科領域は分野毎に、弁膜症（荒井裕国・國
原孝教授：慈恵医大）・冠動脈（夜久均教
授：京都府立医大）・心不全（小野稔教授：
東京大学）・大血管（志水秀行教授：慶応
大学）・先天性（山岸正明教授：京都府立
医大）がアカデミックリーダーを担当。総

勢 49 名によるプログラム委員会を組織し、
事務局長を本学の大井啓司講師が担当しま
した。各プログラム委員会には複数回に及
ぶ実に活発な活動をして頂き、魅力あるプ
ログラム作りに貢献して頂きました。

プログラムは、学会テーマのコンセプト
に沿って、Creativeな企画になるよう意識
いたしました。まず、新しい試みとして、
Techno-Academy とSurgical Colosseumを
企画しました。Techno-Academyでは、外
科理論とテクニックの実際を、海外の招待
演者と国内のエキスパートが講演し、日→
英、英→日の双方向性同時通訳により徹底
討論してもらいます。１セッション２時間
～４時間で、通常のプログラムと並行して
連日メイン会場で行われます。例えば大会
初日のTechno-Academy Mitralは、AATSの
Mitral Conclaveの主要メンバーによる４時
間にわたる僧帽弁形成術のセッションで、
大 会 ２ 日 目 の Techno-Academy Aortic 
Valve Repairは、ドイツのShäfers先生の手
術手技を軸とした大動脈弁形成術の徹底セ
ミナーです。海外に行かずして国際学会の
メインセッションを聴講できるような学術
的・教育的価値の高いセッションです。

Surgical Colosseum は、治療に難渋した
Bailout case やNightmare caseを症例毎に
カンファレンス形式で徹底討論する企画で
す。演者には多面スクリーンの円形会場の
中央に登壇してもらい、聴講者が四方八方
から積極的に討論に加わる相互参加型のセ
ッションです。症例毎に掘り下げた議論を
して頂くために、このセッションへの入場
は、情報の非公開に同意して頂いた会員と
海外からの医師に限定します。

また、Gladiator Sessionと称するディベ
ートセッション（心臓・大血管領域のみ）
も企画しました。このセッションでは、
On-pump CABG vs OPCAB、胸骨正中切開 
vs MICSなどの主要テーマ毎に各々30 分と
充分な時間をかけたディベートが海外から
の演者と座長を交えてColosseum会場で行
われます。エキスパートによる忖度のない
討論を楽しみにしてください。

主要セッションでは、できる限り専門領域
の時間帯が重ならないようなプログラム作り
を心掛けました。討論時間は、シンポジウム・

パネルディスカッション・一
般演題の各セッションの全て
において長めに設定しており
ます。学会は一方通行な発表
の場ではなくて討論の場です
ので、活発な意見交換により
発表者と参加者が一体となっ
てよりよいセッションが作り
上げられていくことを期待し
ております。また、今回は、全
領域を通してのプレナリーセ
ッションは行わずに、領域毎
での優秀演題によるFeatured 
Abstract Sessionを行います。

本学術集会の公募演題で
は、1,297 演題の応募をいた
だきました。厳正な査読の結
果、公募全体の採択率は、約
72.9％となりました。また、
海外からも 12 カ国から 45 題の演題応募を
いただきました。このうち、特にアジアか
ら の 上 位 10 演 題 に The 2nd JATS Asian 
travelling fellowshipが授与されます。

学会の国際化に向けて、同時通訳を４会
場に設置いたします。海外からの参加を促
すため、事前登録（Pre-registration）システ
ムを導入しました。会員・非会員にかかわ
らず、事前登録と当日登録で参加費が異な
りますので、ご注意ください。参加費が割
安な事前登録をお勧めいたします。また、
本会２日目の夕方にホームカミングセッシ
ョンを企画しました。昨年度の Fellowship
受賞者の帰朝報告と現在海外で活躍中の若
手外科医による留学体験談を語ってもらい
ます。海外留学を志す若手医師の方は是非
ご参加ください。

 心臓のプログラムは、本会３日間を通し
て行われますが、呼吸器のプログラムは本
会初日と２日目に、食道のプログラムは本
会２日目と３日目の各々２日間に集約いた
しました。総会の日程も、例年とは異なり、
本会２日目（10月5日）の早朝（本会開始前）
となりますので、ご注意ください。

現在決定している海外招請者は、心臓領域
では、David H. Adams先生（USA）、Roberto 
Di Bartolomeo 先生（Italy）、Duke Edward 
Cameron先生（USA）、Anson Cheung先生

（Canada）、Taweesak Chotivatanapong 先
生（Thailand）、Otto Dapunt先生（Austria）、
Gil les  Dreyfus先生（Monaco）、Khal i l 
Fattouch先生（Italy）、Jan F. Gummert先生

（Germany）、Bob B. Kiaii 先 生（Canada）、
Ki-Bong Kim先生（Korea）、Robert J.M. 
Klautz 先 生（Netherlands）、Rüdiger Lange
先生（G e r m a n y ） 、R a n d y  M a r t i n 先生

（USA）、Ivan Netuka先生（Czech Republic）、
Michael Reardon先生（USA）、Sacha P. 
S a l t z b e r g 先生（S w i t z e r l a n d ）、H a n s -
Joachim Schäfers先生（Germany）、David 
Paul Taggart先生（UK）、Victor Tsang先生

（UK）、Tristan D. Yan先生（Australia）、Song 
Wan先生（China）、Joseph Woo先生（USA）、
呼 吸 器 領 域 で は、Raphael Bueno先生

（USA）、Elie Fadel先生（France）、Gunda 
Leschber先生（Germany）、Peter Licht 先 生

（Denmark） Alper Toker 先 生（Turkey）、
Cameron Dorrans Wright先生（USA）、食道
領域ではDae Joon Kim先生（Korea）です。

2020 年の東京オリンピックに向けて新
しく生まれ変わろうとしている東京の地
で、胸部外科の未来を皆さまと熱く語り合
いたいと思います。

会員の皆様の多数のご参加を楽しみにし
ております。

The 71st Annual Scientific Meeting of the Japanese Association for Thoracic Surgery第71回
日本胸部外科学会定期学術集会開催にあたって
SCIENTIFIC CREATIVITY
会長：荒井 裕国 東京医科歯科大学 大学院医歯学総合研究科 心臓血管外科学分野

荒井 裕国
所属施設： 東京医科歯科大学 大学院医歯学総合研究科  

心臓血管外科学分野
卒業大学：東京医科歯科大学医学部
経歴：
1982 年 東京医科歯科大学医学部卒業
1983 年  東京医科歯科大学胸部外科学教室 

（主任教授：鈴木章夫先生）入局
臨床研修： 山梨県立中央病院麻酔科、平塚杏雲堂病院外科、 

佐久総合病院外科、土浦協同病院心臓血管外科
1988 年 東京医科歯科大学医学部附属病院胸部外科助手
1989 年～ 1991 年

  米国セントルイス大学外科研究員 
（D.G.Pennington 教授・H.Barner 教授に師事）

1991 年 大学帰局
1994 年～ 2000 年
 長野県厚生連北信総合病院心臓血管外科部長
2000 年 東京医科歯科大学医学部附属病院胸部外科講師
2007 年 東京医科歯科大学大学院心肺機能外科教授
2010 年 東京医科歯科大学大学院心臓血管外科教授（講座名変更）
趣味：スキー、音楽、ガーデニング
好きな言葉： Creativity is intelligence having fun. 

―創造性とは遊び心を持った知性である― 
Albert Einstein



2

分野 氏名 所属（当時） Vol. No. Title

心臓血管外科分野

鈴木 智之 東北大学大学院医学系研究科 
心臓血管外科学分野 Vol.65 No.2 Atrial natriuretic peptide induces peroxisome proliferator activated receptor γ during 

cardiac ischemia–reperfusion in swine heart

清家 愛幹 国立循環器病研究センター 
心臓血管外科（血管外科） Vol.65 No.12 Clinical outcomes of aortic repair in young adult patients with ACTA2 mutations

呼吸器外科分野

永島 宗晃 群馬大学附属病院 
外科診療センター 呼吸器外科 Vol.65 No.6 Analysis of variation in bronchovascular pattern of the right middle and lower lobes of the 

lung using three-dimensional CT angiography and bronchography

伊藤 宏之 神奈川県立がんセンター 呼吸器外科 Vol.65 No.9 Does the histologic predominance of pathological stage IA lung adenocarcinoma influence 
the extent of resection?

食道外科分野 杉村 啓二郎 大阪国際がんセンター 消化器外科 Vol.65 No.8 Is 18F-FDG-PET useful for predicting R0 resection after induction therapy for initially 
unresectable locally advanced esophageal carcinoma?

2018 年（2017 年 Vol.65）日本胸部外科学会優秀論文 受賞者一覧（敬称略）

座長：坂本 喜三郎（静岡県立こども病院 心臓血管外科）

チーム医療推進委員会セッション

『胸部外科領域のチーム医療：
  地方での積極的取り組み』

『拡がりを見せる胸部外科領域の診療看護師
＝周術期管理士』

医師の時間外労働時間にも上限を設定する働き方改
革、専攻医により多い手術経験数を課し実質 “定員制”
とも言える新専門医制度、地域医療構想による高度急
性期、急性期病床絞り込みという外的要因も加わる施
設集約化の流れなど、我々外科医をとりまく環境は惑
星直列と言われた平成 30 年度診療報酬改定と同様大
きな構造改革のうねりの中にあります。この難局を打
破するための最重要方策として、タスクシフティングを
進め外科医がコア業務である手術やその修練に専念
できるようにすることによって外科医の生産性の向上
を 図 ること が あ げら れ ま す。胸 部 外 科 学 会 で は、
10 年 前 か ら 米 国 の NP（Nurse Practitioner）や PA

（Physician Assistant）のような中間職種を創設・導入
するための活動、つまり大学院修士課程レベルのしっ
かりとした教育と修練に基づく周術期管理士の養成を
先導し続けてまいりました。しかし、こうした活動が大
輪の花を咲かせることはなく、平成 27年10月に施行さ
れた「特 定 行為に係 る看 護 師の 研 修 制 度」は、当初

我々が期待したものからは大きく後退したものとなりま
した。ただ、この法制化は小さいながらも大きな一歩で
あることは間違いなく、現在 700 余名の特定行為研修
修了生が様々な臨床現場で活動を始めています。彼ら
の活動の場は、プライマリケア部門とクリティカル領域
に分かれ、クリティカル部門では救 急、集中治療、外
科、そして外科の中では心臓血管外科や呼吸器外科、
そして食道外科も含む消化器外科、つまり我々の胸部
外科領域が質の高い大学院修士課程修了性（＝診療看
護師）の最大の活躍の場となっています。実際的な需
要がある領域（クリティカル領域では胸部外科が中心）
に診療看護師が活躍の場を広げつつある状況です。も
ちろん、未だ絶対数は少なく、制度や診療看護師のメ
リットや問題点が、広くかつ正しく浸透している状況と
は言えません。
今回の企画では、新しく診療看護師がチームに加わっ
た “新顔”の施設、地方の施設を中心に診療看護師の生
の声を含む現状をご紹介いただき、さらなる普及を目
指すとともに、PA に近い新しい枠組みも模索すること
を目的としました。
多数のご参加をお願いいたします。

委員長：永安 武（長崎大学大学院 腫瘍外科学 教授）

学術集会2日目

14: 00～15: 00

2018

10 5（金）

グランドプリンスホテル新高輪 
国際館パミール1階  Ｆ会場（旭光）

男女共同参画プログラム（処遇改善・男女共同参画委員会）

処遇改善・男女共同参画委員会では、第 71 回日本胸
部外科学会定期学術集会（荒井裕国会長）に於いて
胸部外科女性医師の会との共同開催による男女共同参
画プログラムを予定しています。テーマを「男女共同
参画の視点で考える胸部外科医育成」とし、今年度よ
り胸部外科学会の処遇改善委員会において男女共同
参画事業に対応していくことになったことを受けて、男

女共同参画の視点から胸部外科医が抱える様々な問
題点を発表、討論していただき、本学会として今後ど
のような処遇改善に取り組んでいく必要があるかを洗
い出し、検討する場としたいと考えています。プログ
ラムでは胸部外科女性医師の会の代表である齋藤綾先
生を含む 5 名の演者に発表いただきます。皆様のご参
加をお待ち申し上げております。

13: 00～14: 00

2018

10 5（金）

グランドプリンスホテル新高輪 
国際館パミール3 階  
Rapid Response 会場（北辰）

演者１ …………………………………………………………………

村上 友悟  
（長崎大学病院 心臓血管外科 診療看護師）

演者2-1 ………………………………………………………………

齋藤 雄平  
（ 松江赤十字病院 心臓血管外科 部長）

演者2-2 ………………………………………………………………

横山 淳美  
（松江赤十字病院 心臓血管外科 診療看護師）

演者3-1 ………………………………………………………………

深井 隆太
（湘南鎌倉総合病院 呼吸器外科 部長）

演者3-2 ………………………………………………………………

戸田　 泉 
（湘南鎌倉総合病院 臨床研修センター・看護部 診療看護師）

演者4 …………………………………………………………………

竹松 百合子
（藤田保健衛生大学 総合消化器外科 診療看護師）

2018 年度 フェローシップ受賞者一覧（敬称略）

日本胸部外科学会 国際委員会では 2018 年度 JATS フェローシップ、並びに JATS/AATS Foundation Fellowship を募集し、審議選考を行いました。
受賞者は次の通りとなります。 （日本胸部外科学会 国際委員会）

2018 年度 JATSフェローシップ
心臓血管外科分野（2 名）

2018 年度 JATSフェローシップ
呼吸器外科分野（2 名）

2018 年度 JATSフェローシップ
食道外科分野（1 名）

2018 年度 JATS/AATS  
Foundation Fellowship（2 名）

藏澄 宏之（山口大学大学院 器官病態外科
学講座（第一外科））

春木 朋広（鳥取大学医学部器官制御外科
学講座胸部外科学分野）

中島 雄一郎（九州大学 医学部・大学院 消
化器・総合外科）

木下 　武（滋賀医科大学医学部附属病院 
外科学講座心臓血管外科）

橋本 　誠（医療法人札幌ハートセンター
札幌心臓血管クリニック 心臓血管外科）

鮫島 譲司（神奈川県立がんセンター 呼吸
器外科）

山下 慶悟（奈良県立医科大学 胸部・心臓
血管外科）
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１．各種委員会報告及び協議事項

（１）理事会
審議事項
１）「手術切開部の閉鎖創に対するNPWT（陰圧閉鎖
療法）を行う新たな医療機器の申請」について
PMDAから適用指針作成のガイドライン作成参加
と委員推薦依頼があり承認され、小野理事を推薦
する。
２）ヒト（自己）骨格筋由来細胞シートの使用要件
等の基準
要件を変更した基準案（実施施設条件でVADと連携
可能な施設であること等）が提案され承認された。
３）TAVR協議会からの構成学会追加
現行の協議会 4 学会に経カテーテル心臓弁治療学
会を追加する依頼があり承認された。
４）肺癌登録合同委員会寄附金
会計年度（本会支出は当年度、合同委員会は前年
度収入となる）が説明され確認された。なお、肺癌
登録に関するGTCS誌への論文投稿が要望された。
報告事項
１）日本外科学会からの死体解剖ガイドライン
改訂版が公開されたことが報告された。
２）GTCS IF獲得記念会の概要と諸費用
本日、理事会終了後、GTCS IF獲得記念会兼会誌編
集委員会報告会を開催する。
３）事務所貸借契約
更新終了の要請があり、顧問弁護士から対応説明
があり回答書の作成を依頼した。

（２）総合将来計画委員会
審議事項
１）法人格の変更
行政書士から資料が提出され、本会では事業範囲
の許容に関連する問題が出てきており、NPO法人
を将来的に解散し一般社団法人を設立すること、
その手続き及びスケジュール等が説明された。
本年の評議員会及び総会にて、本会の一般社団法
人化の承認をいただく。
選択は、①NPO法人の継続　②一般社団法人設立　
一般社団法人の定款及び関連細則等の作成は、①
社団化検討委員会を設置　②定款及び関連細則を
作成し、パブリックコメントを求める　③定款及
び関連細則の承認（2019 年総会・評議員会）、具
体的作業を推進する。
２）学術集会開催形態
第 3 回理事会にて『分野別会長制度』の導入が承
認され、評議員会・総会に諮る予定であるが、本
制度導入の課題として、現行制度の新制度への移
行方法及び事務機能の強化がある。日程案が提案
され、今後、アンケート調査を行う予定である。

（対象：正会員以上）
① 2020 年～2022 年（現行制度下）
　 現行会長 1 名、分野会長 2 名（会長の指名又は

理事会からの推薦、評議員会の承認）
② 2023 年～2024 年（移行期）
　 統括会長 1 名（分野は持ち回りで決定）、分野会

長 2 名で 3 名とも立候補とし、評議員会での選
挙で選出（2020 年評議員会から開始）、統括会
長は開催地の決定・テーマ策定・運営会社の選
定を行う。

③ 2025 年～（完成期）
　 分野会長 3 名（統括会長制廃止）で、3 名とも立

候補制で評議員会での選挙で選出、事務局及び
学術集会委員会が中心となって学術集会の運営
を行う。

　 また、分野別会長制度に伴う対応として会長、
副会長は理事に含めないとし、統括会長及び分
野会長経験者の、統括会長及び分野会長への再
任は認められない。

なお、十分に議論を尽くすことが必要なため、臨
時理事会を開始し継続審議とする。
報告事項
１）地方会のあり方
会費 3,000 円追加で検討中、2020 年施行予定で定
款施行細則の変更が必要。
２）理事、監事の定数及び任期
分野別会長制度下の理事については会長、副会長
は理事に含めず、理事長・副理事長を含めて 20
人以下の選出理事としたい。監事は現行下で、3
分野からの立候補を促す。
３）理事長選出
来年、理事長改選時に当たり検討する。

（３）専門医制度委員会
共通講習申請の手引きが報告された。各基本領域
学会から開催を申請する場合は、各基本領域学会
の専門医制度委員会、サブスペの場合は日本外科
学会専門医制度委員会を通して日本専門医機構へ

申請すること、受講単位、E-learningの認定必要条
件等である。
１）心臓血管外科専門医認定機構
専門医処分を決定、新規申請におけるOff the Job 
Trainingの取扱い、移植ドナー摘出についてのカ
ウントは他領域との関係もあり外科関連専門医制
度委員会時に確認するなどが報告された。
２）食道学会専門医
食道科認定医の申請に関する条件の変更が報告された。

（４）正会員選出委員会
専門医資格取得者 127 名、研究者枠 2 名の計 129
名の申請があり、持ち回り委員会による審査を行
い、申請者全員が正会員として選出されたことが
報告され、承認された。

（５）選挙管理委員会
評議員立候補資格に投稿歴を加味する件は、投稿
歴ではなく、学会参加に重きを置く改訂の報告が
なされ、承認された。選挙日程を現状より 3ヵ月
後ろ倒しにする変更案が検討中である。

（６）会誌編集委員会
2017 年投稿論文（40 編）の中から、心臓 2 編、肺 2
編、食1編の優秀論文を選定したことが報告され、
承認された。（P2 下欄参照）
報告事項
１）論文投稿・掲載状況
5 月 10 日 ま で に 140 編 の 投 稿、Accept 55 編、
Accept 率 は Original Article 50 ％、Case Report 
32.3％、Acceptまでの平均所要期間はAccept 63
日、Rejectは 25 日、Online First掲載まではOriginal 
Article8 日、Case Report 13 日、冊子になるまでは
Original Article102 日、Case Report 307 日である。
２）GTCS Preliminary IF 2017
IFを獲得が報告され、本日、記念会兼報告会を開
催予定である。現時点での仮IFは 1.202 でAnnual 
Reportが引用率が高い。
３）出版契約の変更
Springer Nature Singapore Pte Ltd.に変更、契約
書を和文から英文に変更、契約期間を 1 年から 6
年に変更することで、年間出版費用が 1,950 万円
から 1,400 万円にコストダウン、年間編集事務費
用・EM運営費・カラー広告費が無料、年間出版
数の上限なし、ただし本会としては論文超過頁の
著者負担金の収入はなくなるが、最終的に約 700
万円の経費節減となることが説明された。検討の
結果、出版契約を変更することを承認した。
４）著作権管理システムによる管理委託
引用時における新システムが説明され、導入する
ことが報告された。
５）70 周年記念誌進捗状況
記念誌コンテンツ進捗リストが提示された。ま
た、表紙見本が報告された。

（７）学術委員会
１）心臓分野
2015 年の学術調査は大動脈Hemiarchに関して、
再集計結果がでたので前委員長に執筆依頼中であ
る。2016 年の学術調査は、2015 年と同じコンバ
ータを使用して、集計結果を算出する予定である。
各施設から『集計→報告』という形ではなく、NCD
内部で心臓手術を行ったデータをそのまま集計す
ることとし、スピードアップをはかる。各施設で
の確認作業は不要となるが、施設ごとの集計は出
ない。手術の階層別の施設数や、公開に関するア
ンケートは不可能となり、これまで回収率の記載
があったが、施設・診療科数報告となる。先天性
及びステントグラフトに関してマイナーチェンジ
があり、9 月ごろに集計結果が出る予定である。
2017 年学術調査はNCDデータから、学術調査に
沿った形で継続できるよう『学術調査コンバータ
WG』を組織した。
２）呼吸器分野
日本呼吸器外科学会と日本気管食道科学会で行う
『降下性壊死性縦隔炎に関する全国調査』に協力依
頼があり承認された。遠藤理事を代表委員とする。
３）食道分野
2015 年は執筆済み、2016 年は調査完了集計済み、
2017 年は集計中である。2018 年NCDデータから
学術調査への検討WGを組織し、今後の学術調査

の検討を行った。現状、食道分野では食道癌登録
が進み、本会学術調査の意義が少なくなっている
が、胸部外科学術調査の継続性からメリットがあ
ることを理解していただいた。食道の調査内容に
関しては、NCDから出力可能なものとし、NCDデ
ータの帰属先である日本消化器外科学会からのデ
ータ提供は可能であり、そのコンバータ費用は本
学会が負担することが承認され、WGのメンバー
は学術委員会委員が担当する。

（８）学術集会委員会
3 分野会長制は、学術集会への関与が大きくなる。
外国人名誉会員は基本会長が推薦するイメージで
締切日を 8 月 31 日とし、締切日までに推薦があれ
ば審議にかける。接遇に関しては他学会にも確認
し、ガイドラインを事務局主導で作成する。
第 71 回学術集会
・ 1,295 題の演題応募があった（国内は 1,249 題）。
・ トラベルグラントは 26 名の応募、海外招請講

演演者は現時点では 30 名が決定。
・ 事前参加登録 15,000 円、当日 18,000 円の登録

期間を 7 月 27 日より開始予定。
　 （会員管理システムにアクセスするので理事会

承認が必要となり、承認される）
・ 日程表で前日の評議員会 16：00～18：30 でそ

の後 30 分間各種表彰式、1 日目会長招宴、4 会
場で同時通訳、2日目に男女参画・チーム医療・
専門医、合同シンポジウム（各種委員会との合
同・チーム医療を含めた胸部外科医の働き方改
革の意味合い）、ホームカミングセッション（海
外で研修・就職している人及び留学経験者の報
告会）を予定している。

・ 学術集会収支予算書が提出された。収入は約
18,900 万円、支出は 18,176 万円で予備費は 778
万円を計上している。

（９）財務委員会
学術集会情報『画像つきhtmlメール送信』の要望
があり、会員管理システム会社に確認したところ、
『添付ファイル付textメール送信』が提案された。
しかしながら、海外の学会からはhtmlメールが利
用されており、学会活動の活発化にも繋がり、広
報委員会で再検討する。

（10）倫理・安全管理委員会
食道委員 1 名を推薦いただく。

（11）診療問題委員会
インシデント報告および心臓外科におけるダビン
チ支援手術のための指針が報告された。また、ロ
ボット手術協議会委員の交替が承認され、ロボッ
ト手術レジストリーはJCVSDで術前情報も含め登
録を行うことで作業が進んでおり費用の分担方法
等は今後検討する。

（12）研究・教育委員会
審議事項
１）日本胸部外科学会研究助成（JATS Research 
Project Award）
助成金の差額 50 万円について、追加募集を各企
業に連絡し 250 万円以上は達成見込みである。
・ 総会で選考課題の発表を行うが、研究資金のた

め、入金完了次第、受賞者には振り込み予定で
ある。研究内容を添え、選考課題を理事会で再
確認する。

・ 次年度の予定（助成体制、助成額等）を再検討
する。

　 ホームページのバナー広告であれば支援可能な
企業もあり、広報委員会に広告規定策定を申し
入れ、ご快諾いただいている。また、研究テー
マの決定後であれば支援可能な企業もある。

・ NCDデータを用いたJATS支援課題研究の検討
は他学会を参考に作成する。

報告事項
１）JATS academy
掲 載 予 定 の コ ン テ ン ツ 進 捗 状 況 と し て、JATS 
Research Project Award、研究支援関連、専門医
関連、教育カレンダーとして関連学会やセミナー
案内、教育コースとしてE-learningのPGCテキス
ト掲載、手術ビデオライブラリー、ガイドライン
などを掲載予定である。
２）サマースクール

呼吸器外科サマースクール 7月7日（土）8日（日）、
心臓血管外科サマースクール 8 月 18 日（土）19 日

（日）に開催予定である。
（13）広報（Homepage・Internet）委員会

HPのガイドラインに心臓血管外科を掲載し、食道
外科も掲載予定であること、更新されていないコ
ンテンツは適宜、見直しを図ること等が報告され
た。HP・Newsletterの広告規定を策定中で次回
理事会に提出する。プレスリリースはAnnual 
reportが完成後実施予定である。

（14）定款改訂委員会
選挙管理委員会からの日程変更を検討する。

（15）臓器移植委員会
移植関連学会協議会からの心臓移植・肺移植の施
設認定、肺移植のレシピエント選定基準の改訂に
ついて報告された。

（16）処遇改善委員会
アンケートを検討中、学術集会における男女共同
参画プログラムは 5 名の指定演者（胸部外科女性
医師の会から 1 名、女性医師 2 名、男性医師 2 名）
を選定中であることが報告された。

（17）チーム医療推進委員会
学術集会 2 日目のチーム医療企画は『地方での積
極的取り組み』をタイトルとして、4 つの施設か
らの演者を予定している。3 領域の合同シンポジ
ウムは会長と相談中である。

（18）国際委員会
審議事項
１）2018 年度フェローシップ審査結果
JATSフェローシップは 5 名を選出（心 2 名、肺 2 名、食
1名）、JATS/AATS Foundation Fellowshipは 3 名を選
出（心 後天性 2 名、肺 1名）したことが報告され承認
された。（P2下欄参照）
報告事項
１）フェローシップ基金
4 社から支援金をいただいており、各企業への支
援依頼も引き続き行う。
２）学術集会トラベルグラント
44 演題の登録があり、内 26 名よりトラベルグラン
トの申請があり、荒井会長と協力しながら進める。
３）2017 年度フェローシップ決算及び 2018 年度予算
2018 年にはフェローの受入先施設への謝金と送
金手数料を含め予算に計上した。
４）ホームカミングセッション
第 71 回学術集会および国際委員会で協力して開
催すること、構成は 2017 年度フェローおよび現
在、海外で働かれている医師とし、報告と対談を
していただくこと、海外からの医師渡航費はフェ
ローシップ基金から補助すること、また、今後、
趣意書に「国際交流と本学会の国際化に資する費
用」を明記することが報告された。

（19）地方会のあり方委員会
全会員 3,000 円の会費値上げで 2,400 万円の事業
費案（調整費と事務局経費を含）、スケジュール等
が提出された。また、関西地方会事務局の本会事
務局への移転案、地方会補助事業草案、会員管理
システム改修費、関東と関西を除く各地方会の事
務局と本会事務局との体制及び地方会の独自性の
維持などが報告された。第 5 回理事会までに最終
案を報告する。

（20）J-MACS委員会
個人情報保護法の改正に伴いJ-MACSレジストリ
ーにおける個人情報の取扱いに関し、生年月日入
力マニュアルを生年月までとして、日にちは 15
日で対応することとした。J-MACS情報開示の統
計解析（Statistical Report）について、現在の解析
要求に応えた形とするよう担当委員がデータセン
タと検討し、要望点について提示があり、統計解
析計画書を作成することが決定した。

２．名誉会員・特別会員推薦の件

定款施行細則に則り、候補者名簿が提出された。

３．役員改選の案内

次期副会長、理事及び監事の立候補案内が提出さ
れた。各専門分野理事数は、心 4 名・肺 3 名・食 1
名、締切は 8 月 6 日（月）である。

４．その他

（１）評議員会資料作成に伴う日程が提出された。
（２）VAD協議会及びインペラ部会報告

国産補助人工心臓EVAHEART脱血管のバリエーシ
ョン追加早期承認の要望書を構成団体と連名で厚
生労働大臣宛に提出した。

（３）次世代医療機器・再生医療等製品評価指標/
医療機器開発ガイドラインのアンケートへの協力
依頼があり、小野理事が対応する。

日本胸部外科学会 第4回理事会　2018年6月15日（金）13：00 ～ 16：30

理事会ニュース
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学術集会2日目ホームカミングセッション（第71回学術集会・国際委員会）
18:45～20:15（予定）

2018

10 5（金）

グランドプリンスホテル新高輪 
国際館パミール3 階  
A＋B 会場（慶雲 +白雲）

定期学術集会としては初めての試みとしての企画です。
このセッションは、3 部構成で行う予定です。第 1 部で
は、昨年度から本学会が開始した fellowship の受賞者
に実体験を報告していただき、生の声でそれらを会員の
皆様と共有することを図ります。第 2 部では、現在海
外施設で研究、または、臨床修練を積んでいる留学生

を呼び寄せ、留学実現までのプロセス、留学先での苦
労話や学んでいる事柄について率直に報告していただき
ます。そして、第 3 部として、登壇者間での質疑を行い
ながら、中堅・若手の胸部外科医の海外施設研修の意
義についての話し合いを深めます。皆さん奮ってご参加
ください。

Deutshes Herzzentrum Munchen, Germany 
　 白石 修一

2018 年 2 月から 2 か月間JATSフェローシ
ッ プ で Deutshes Herzzentrum Munchen

（ドイツ心臓センター：ミュンヘン）に短
期留学させて頂きました。

ドイツ心臓センタ
ーミュンヘンは年間
約 2500 例の心臓手
術、約 500 例の小児
心臓手術を行うProf. 
Langeが率いるヨー
ロッパでも有数の心
臓専門病院です。私
は特に小児心臓外科
を中心に手術・回診
及びカンファレンス

等に参加させて頂きました。毎日 10 例前
後の心臓手術が行われており、小児に限ら
ずほぼ全ての種類の心臓手術を参加・見学
することが出来ました。ドイツ人らしい無
駄のない合理的な手術を数多く見ることが
出来、帰国後の自身の手術に非常に参考に
なったと感じています。周術期管理も極め
て合理的であり、多職種が協力して議論を
交え治療を進めるシステムは新鮮でした。
回診やカンファレンスは当然ドイツ語で行
われますが、スタッフは皆英語が堪能なの
で手術・診療について質問やディスカッシ
ョンすることが出来、ドイツの教育システ
ムについても学ぶことが出来ました。ま
た、10 年以上ドイツで活躍されている小野
先生がスタッフとして居られ、留学中の公

私両面に渡り非常にお世話になり、美味し
いミュンヘンビール・バイエルン料理・サ
ッカー観戦も貴重な研修の一環として経験
さ せ て 頂 き ま し た。 さ ら に 小 野 先 生 と
Fontan術後血行動態について同院のデータ
ベースを用いた臨床研究を行い、解析結果
は今年のEACTSで採択、発表されるという
非常に大きな成果が得られました。

44 歳というそれほど若くない（？）タイ
ミングでの初めての海外研修でしたが、術
者としての立場から手術・診療体制につい
て幅広く吸収することが出来、自分が予想
していたより遥かに大きな収穫が得られま
した。不在を守ってくれたスタッフの皆様、
このような機会を与えていただいた日本胸
部外科学会に心よりお礼申し上げます。

白石 修一
所属：新潟大学医歯学総合病院　心臓血管外科
卒業大学：愛媛大学

略歴
1998 年　愛媛大学医学部附属病院第二外科
2001 年　国立循環器病センター心臓血管外科
2004 年　新潟大学医歯学総合病院心臓血管外科
2006 年　国立循環器病センター心臓血管外科
2008 年　新潟大学医歯学総合病院心臓血管外科
2014 年　福岡市立こども病院心臓血管外科
2015 年　新潟大学医歯学総合病院心臓血管外科

趣味：テニス
好きな言葉：男子は生涯一事をなせば足る

Herz- und Gefäss-Klinik Bad Neustadt, Germany 
 平尾 慎吾

この度は第一回JATSフェローシップに
選考いただき、誠にありがとうございまし
た。ドイツでの研修にあたり大北理事長、
齋木国際委員会委員長をはじめ多くの先生
方に多大なるご支援賜りましたこと、心よ
り御礼申し上げます。

私は 10 年間の市中病院での研修後、大
学院へ進学し、国際学会で出会った研究者
や術者との交流を通じて、国際的な視野の
重要性を感じました。特に弁膜症での最新
の手技やdevice、チーム医療、欧米での標
準治療などの知見を深めたく思い、本フェ
ローシップに応募いたしました。

今 回 研 修 し た Herz- und Gefäss-Klinik 
Bad Neustadtはフランクフルトから東へ

130km、ハート型の街壁がある 15,000 人の
小さな町にあります。”Bad”は温泉街を示
し、古くは温泉のある療養地でしたが、80
年代に病院地区として再開発されました。
心臓外科病床 147 床、ICU36 床、ヘリポー
トを備え、毎日 10～15 例、年間約 3000 例
の開心術を行っています。プライベート病
院であり、成績維持・患者集めのため、各
領域で専門チームに分かれ、そのリーダー
ないし二番手が主に手術を行なっていま
す。CABGは年間 1000 例、OPCAB率は 20%
程度で、主任教授Diegeler先生による緻密
な吻合・グラフトデザインは印象的でし
た。僧帽弁手術はPerier先生を中心に年間
300 例以上、半数以上がMICSで行われ、小

切開によるvideo-assisted MICS MVPを通
じて、僧帽弁形成の基礎から応用まで毎日
2 例の症例について議論できたことは、大
きな財産になりました。また、Urbanski先
生の手掛ける独自のバルサルバ形成や二尖
弁大動脈弁に対する基部・弁形成は、非常
に繊細かつ独創的
な手術であり、そ
の症例報告の執筆
機会をいただけた
こ と も 貴 重 で し
た。 さ ら に は
Sutureless valve
や Mitral clip 等 の
deviceに触れられ
たこと、各国から
の多くの見学者達
との交流や気さく

な麻酔科医からのエコー講義などにより非
常に充実した研修となりました。

本フェローシップを通じて、今後自身が
到達すべき未来像を築く良い機会となりま
した。より一層精進し、本邦の心臓外科医
療発展に貢献できればと存じます。

平尾 慎吾
所属：日本赤十字社和歌山医療センター 心臓血管外科
卒業大学：京都大学　2002年卒業 
略歴
2002年　京都大学医学部附属病院 心臓血管外科
2003年　近畿大学医学部奈良病院 心臓血管外科 助教
2009年　日本赤十字社和歌山医療センター 心臓血管外科
2014年　 京都大学大学院医学研究科心臓血管外科学博

士課程
2017年　 独国Herz- und Gefäß- Klinik Bad Neustadt, 

Clinical Fellow
2018年　 独国Hannover Medical School, Research 

and Clinical Fellow
2018年　 日本赤十字社和歌山医療センター 心臓血管

外科 副部長
趣味：陶芸、園芸
好きな言葉：守破離

St. James’Hospital, Leeds, UK 
 宮崎 拓郎

私も気づくと中年となり、「海外留学」
という新たな環境と刺激を受けることので
きる最後のチャンスではないかと考え、今
回のフェローシップに応募させて頂きまし

た。私の研修先はDepartment of Thoracic 
Surgery, St. James’ Hospital, Leeds, UK で、
ESTSのgeneral secretaryであるAlessandro 
Brunelli 先 生、2018 年 ESTS 会 長 で あ る

K o n s t a n t i n o s 
Papagianopulos 先 生
を中心にお世話になり
ました。2018/3/20 に
日本を出発、6/9 に帰
国、最大 3 か月の制限
のほぼ満期を過ごしま
した。快く送り出して
貰った当科永安教授や
同僚に改めて感謝した

いと思います。
制度上、手洗いができませんので、日々

の手術・外来診療・各種カンファランスの
見学を行いました。肺癌手術の 90%以上の
症例が 1 アクセス＋ 1 or 2portsでのVATSで
あり、良性腫瘍・気胸・縦隔腫瘍・膿胸等
の症例では時にSingle portでも手術が行わ
れていました。本邦の多くを占めるGGA主
体の肺癌は殆どなくsolidな腫瘍が主体であ
ること、リンパ節郭清への考え方、全摘の
頻度、外科医のトレーニングシステムやワ
ークライフバランスなど、本邦とは異なる
彼らの日常臨床がよく理解できました。

医療コストには何かと厳しいイギリスで
すがDa Vinciも行われていました。本邦が
世界をリードしている区域切除への注目は
こちらでも高く、良いdiscussionができた

と思います。またBrunelli先生から幾つか
の臨床研究課題を頂き、今後の国際学会等
で発表予定です。

今回の最も収穫は、このような世界をリ
ードするbig surgeonsとの繋がりを築くこ
とができたこと、もちろん英語の苦労等あ
りましたが、当初の目的であった再度自分
自身を奮い立たせるのに十分な刺激と自信
を得ることができたことだと思います。

この経験を日々の診療に生かし、若手呼
吸器外科医をencourageしながら、私自身
も本邦の胸部外科学の発展に微力を尽くし
ていきたいと考えています。最後になりま
したが、このような素晴らしい機会を頂き
ました日本胸部外科学会国際委員会の先生
方、スポンサー企業の方々に深謝致します。
本当にありがとうございました。

宮崎 拓郎
所属：長崎大学大学院　腫瘍外科

略歴
2000 年　 長崎大学第一外科入局 

その後関連施設で一般外科研修
2007 年　 Clinical fellow, Department of 

Cardiothoracic Surgery, St. Vincent’s  
Hospital, Sydney, Australia.

2008 年　長崎大学大学院　腫瘍外科
2011 年　長崎大学大学院修了（医学博士）
2018 年　長崎大学大学院　腫瘍外科　

趣味：旅行、博物館巡り、読書、ランニング（時々）
好きな言葉：Chance favors the prepared mind.

2017年度 JATSフェローシップ（心臓血管外科分野・呼吸器外科分野）／ 2017年度 JATS/AATS Foundation Fellowship

2017年度 フェローシップ受賞者留学体験記

2017 年度 JATS フェローシップ（心臓血管外科分野）

2017 年度 JATS フェローシップ（呼吸器外科分野）
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University Hospital Zurich, Switzerland 
 古川 公之

この度は名誉あるJATSフェローシップ
を受賞させて頂き、身に余る光栄に存じま

す。選考戴きました理事会の先生方に心よ
り感謝申し上げます。

チューリヒ大学に 2018 年
1 月-3 月の間、短期研修を行
い ま し た。Walter Weder 教
授の厚意により手術見学中心
の研修としました。毎日手術
を見学し、一日の終わりにノ
ートにまとめるということを
繰り返しました。手術の幅が
広いというのが第一印象で

す。私自身は地方の一般病院に勤務してい
るため比較することが難しいですが、肺移
植やロボット手術は大学病院ならではと感
じました。複雑症例、気管支形成や肺動脈
形成を要する手術も積極的に行われてお
り、中皮腫手術や臨床試験も見学すること
ができました。チューリヒはドイツ語圏で
ありカンファレンスや回診は分からないこ
とも多く、質問することにしていました。
胸腔鏡手術は道具や手順が若干違いますが
日本と同様に行われており、今後はロボッ
ト手術に移行していく可能性が高いようで
した。個人的にはロボット手術を見たこと
がなかったため、３Dの視野で良く見える

ということが分かりました。
スイスは物価が非常に高いところが難点

でした。家族で行ったため苦労した点も多
かったですが、子供達にとっては良い思い
出になったかもしれません。冬で寒いとい
うのは残念でしたが、暖かい季節ならもっ
と良いと思われます。

最後になりましたが人手不足の中、この
ような貴重な機会を許可していただいた山
口宇部医療センター、岡山大学の同門の先
生方に厚く感謝しております。今後ともご
指導ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げ
ます。

古川 公之
所属：山口宇部医療センター
卒業大学：岡山大学

略歴
2003 年　神戸西市民病院
2008 年　香川県立中央病院
2010 年　岡山大学
2013 年　ピッツバーグ大学
2014 年　山口宇部医療センター

趣味：J リーグ
好きな言葉：感謝

Emory University Midtown & St. Joseph Hospital, USA 
 高橋 洋介

私は 2001 年に大阪市立大学を卒業し現
在までひたすら心臓外科に没頭し邁進して
まいりました。気付けば 40 歳を超えてお
り、何かチャレンジできていなかった事、
悔いが残ることがあるかと思い返すと“海
外留学”でした。ある日、上司より日本胸部

外科学会が提供する海外でのfellowshipが
始まったことを聞かされました。すぐにチ
ャレンジしたいという強い欲求に駆られ応
募しました。幸い、JATS/AATS Foundation 
Fellowshipに受け入れていただくこととな
りました。私は、2017 年にRobotic surgery

の console surgeon の 資 格 を 得、 今 後
robotic surgeonとして頑張っていきたい
矢先の非常に良いtimingでのfellowshipで
あったことからRobotic surgeryを勉強す
ることを第一希望として要望を伝えまし
た。2018 年 1 月 5 日より 3 月 30 までアト
ラ ン タ に あ る Emory University Midtown 
hospital お よ び Emory St. Joseph Hospital
で研修が始まりました。単身で渡米し、僕
にとっては全てが初めてでありました。現
地の英語は南部のアクセントが強く最後
まで理解するのに苦労しました。Michael 
Halkos先生およびDouglas Murphy先生が
僕を指導してくださりました。彼らは非常
に良い外科医であるとともに良き指導者
で も あ り ま し た。Halkos 先 生 は Robotic 
MIDCAB を 行 い、Murphy 先 生 は Robotic 
mitral valve repairをほぼ毎日行なってい
ました。米国は州の規則が非常に厳しく、
免許をもたない私は基本的にはobserverと
しての研修でした。しかしながら、毎日繰

り返し見学することで言葉の壁を超えて自
分の中に吸収されていく知識、経験を実感
で き ま し た。 オ ー ス ト ラ リ ア か ら の
robotic fellowと仲良くなり豚の心臓を使
用してda Vinci Siを用いて手技のトレーニ
ングを繰り返し行いました。さらに、研修
中は上司の柴田利彦教授、および村上貴志
准教授がアトランタに来てくださりまし
た。Emory大学と非常に良い関係が構築で
きたのではないかと思います。4 月に日本
に帰国後は、非常に良いタイミングで胸腔
鏡下僧帽弁形成術が保険認可されました。
大阪市大でRobotic teamを立ち上げ、この
６ 月 か ら 私 が console surgeon と し て
robotic mitral valve repairを開始しました。
全てが良いタイミングで物事が進んでいき
ました。

最後に、このような機会を与えてくださ
った柴田教授、および僕の日本での仕事を
coverしてくれた医局員に心から感謝した
いと思います。

高橋 洋介
所属：大阪市立大学医学部心臓血管外科

略歴
2001年5月1日～2003年3月31日 大阪市立大学医学部附属病院臨床研修医
2003年4月1日～2007年3月31日 大阪市立大学循環器外科学大学院
2007年4月1日～2011年3月31日 福井循環器病院　心臓血管外科レジデント
2011年4月1日～2013年6月31日 大阪市立総合医療センター シニアレジデント
2013年7月1日～2016年3月31日 大阪市立総合医療センタースタッフ　医長
2016年4月1日～2017年3月31日 大阪市立大学医学部心臓血管外科　病院講師
2017年4月1日～現在に至る 大阪市立大学医学部心臓血管外科　講師

趣味：硬式テニス、ジョギング
好きな言葉：Today is a new day

Hôpitaux Universitaires de Strasbourg, 
Strasbourg, France 加藤 博久

この度、フランスのストラスブール大学
に 2018 年 2 月から 2ヶ月間、短期留学させ
ていただきました。私が当施設を選んだの
は、”IRCAD”という内視鏡手術教育施設が
ストラスブール市にあったためです。しか
し、IRCADは大学とは異なる管轄で実際に
は利用できなかったのが残念でした。一
方、ストラスブール大学は欧州の胸腔鏡手
術 拠 点 施 設 で Prof. Massard Gilbert、Prof. 
Pierre-Emmanuel FalcozはESTSの重鎮の先
生方であり、非常に恵まれた施設で経験を
させていただいたと思っております。

研修では主に手術を学び、毎日手術があ
り手術総数は 125 件でした。特に肺移植、
ロボット手術はそれぞれ 4 例、7 例見学で
き、これまで私には経験がなかった分、勉

強になりました。胸腔鏡手術は 3 ポートの
見上げ式でスタッフとレジデントの 2 人で
手術を行うsolo surgeryでした。リンパ節
郭清の精度は日本の方が優れていると感じ
ましたが、手術時間は胸腔鏡下肺葉切除を
1 時間 30 分以内に完遂させます。そのコツ
を勉強してきました。また、教授2人の他、
3 人のスタッフDr.がおり、それぞれの技術
を見学できたことは貴重でした。フランス
も皆保険制度です。ロボット手術は費用が
かかるため通常の開胸手術では、ステープ
ラーやエネルギーデバイスを用いない”low 
cost lobectomy”を意識されており学ぶべ
き点が多々ありました。

初めの 2 週間は生活に慣れることで精一
杯でしたが、その後は少しずつ慣れ、週末

にはパリやモンサンミッシェル、隣国ドイ
ツへと知人との交流や観光ができ、有意義
に過ごせました。短期間ではありました
が、本留学は現在の私には丁度良い時期、
期間であったと思います。最後に、本学会
より御支援いただきまして、会員の皆様、
大北理事長、齋木教授、そして奥村明之進
先生に深く感謝申し上げます。

加藤 博久
所属：  独立行政法人 国立病院機構  

東埼玉病院
卒業大学：山形大学医学部

略歴
1999 年  山形大学医学部 第 2 外科
2005 年 山形大学医学部大学院卒業
2005 年  山形県立中央病院 呼吸器外科
2007 年 仙台厚生病院 呼吸器外科
2009 年  日本海総合病院 呼吸器外科
2010 年  山形大学医学部 第 2 外科
2015 年 4 月
  公立置賜総合病院 呼吸器外科

2015 年 10 月
  山形大学医学部第 2 外科
2018 年 6 月～
  独立行政法人 国立病院機構 

東埼玉病院

趣味：サッカー
好きな言葉：努力

Cleveland Clinic, USA 
 吉岡 一朗

今回JATS/AATS Foundation Fellowshipに
よりクリーブランドクリニックに留学する機
会を頂きました。医師になって約 20 年経ち
若い頃はなんとなく留学に憧れていました
が、これまで機会はなく自分では時期を逸し
たものと考えていました。今回の募集の話を
聞きラストチャンスだと思い応募しました。
留学先はAATSからクリーブランドクリニッ
クを推挙され、担当してくださるのがMarc 
Gillinov先生で、ロボット手術等で著名な先
生でもあり心躍りました。今までこれといっ
たspecialtyも持てずに来ましたが、僧帽弁形
成術は以前から興味のある手術でしたので今

後は弁形成を志す良い機会だと考えました。
留学時期は冬を避けて 3 月末から 5 月末

までとしていただきました。クリーブラン
ドクリニックの心臓血管外科は、全米のラ
ンキングでは 20 年ほど連続 1 位という評
価を受けていて質も量も他を圧倒している
ようです。年間 4000 例超の開心術を行っ
ており、15 人ほどのスタッフ外科医が担 
当していました。何人かの外科医は専門分
野 を 持 っ て お り Gillinov 先 生 以 外 に も
Svensson 先生などの手術も見学すること
ができ世界的なtop surgeonの手術を短期
間にたくさん見学できたことは本当にかけ

がえのない経験となりました。Gillinov先
生によるロボットの僧帽弁形成術も週 2 回
程度は行われていて、期間中に 25 例ほど
見学できました。周りのスタッフも皆さん
慣れていてスムーズに手術は進みますが、
今後日本で導入するにあたっては課題も多
いのであろうと感じました。ロボット手術
に限らず連日多くの僧帽
弁形成術を見学でき、術
前の麻酔科医による経食
道エコーも秀逸で弁形成
の方法も分かりやすい方
法を取られていましたの
で、わかった気になって
いるだけかもしれません
が、是非自分で実践して

みたいと感じられる手術でした。
最後になりましたが、このような機会を

与えてくださった胸部外科学会の諸先輩の
方々および会員の皆様、そしてJATS/AATS 
Foundation Fellowshipをサポートしてく
ださいました日本メドトロニック社の関係
各位に心よりお礼申し上げます。

吉岡 一朗
所属：東北大学大学院医学系研究科心臓血管外科
卒業大学：東北大学　1998 年卒業

略歴
1998 年　公立気仙沼総合病院　初期研修医
2001 年　仙台厚生病院心臓血管外科　
2002 年　東北大学心臓血管外科入局

趣味：料理、ロードバイク
好きな言葉： 面白きこともなき世を面白く　 

住みなすものは心なりけり

2017 年度 JATS/AATS Foundation Fellowship
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2017年7月26日～2018年7月25日までに
届け出をいただいた逝去者一覧：22名

＊＊ 追 悼 ＊＊
（日付は逝去日）

原田 邦彦 2014/3/8
橋本 邦久 2016/3/6
堀内 昭男 2016/6/5
緒方 昭逸 2017/2/24
津田　 洋 2017/4/27

西村　 崇 2017/5/31
近藤 啓史 2017/6/24
尾形 利郎 2017/6/30
黒島 振重郎 2017/7/31
小机 敏昭 2017/8/25

芝入 正雄 2017/8/31
田中　 孝 2017/9/29
池下 正敏 2017/11/28
井上 宏司 2017/12/21
田中 茂夫 2018/1/22

柴田 正樹 2018/1/28
星野 俊一 2018/3/11
石橋　 修 2018/3/26
和田 達雄 2018/5/8
四方田 宗任 2018/5/15

天野　 純 2018/5/16
渡田 正二 2018/6/25

編 集 後 記

＊ご注意：自然災害等の影響で不可避の問題が発生した場合は、開催についての対処を協議し、ホームページ等に掲載しますのでご留意ください。

会員各位

通常総会のご案内
通常総会を右記の通り開催いたします。ご出席の方は通常総会案内状を受けた会員に限り
ます（別途往復葉書で会員へ発送いたします）。
学術集会にご出席の方でも通常総会にご欠席又は出欠が未定の場合は、必ず捺印の上、委任
状をお出し下さい。委任状は、議長以外の会員の方を代理人とする場合は代理人の氏名をご
記入下さい。代理人氏名記入のない委任状は、議長を代理人としたものとして取り扱います。
なお、昨年の評議員会速記録及び総会速記録は、本会ホームページ（会員専用）に掲載されて
おり、議決を伴う事業報告及び収支決算報告及び監事の選任については、評議員会及び総
会において満場一致にて議決されております。

特定非営利活動法人日本胸部外科学会 理事長 大北　 裕
第 71回日本胸部外科学会定期学術集会 会長 荒井 裕国

日時： 2018年10月5日（金）
 7：30～8：10
会場： グランドプリンスホテル新高輪 
 国際館パミール 3F
 A＋B会場（慶雲・白雲）
 〒108-8612 東京都港区高輪 3-13-1
 TEL：03-3442-1111

1．事業報告承認の件
2．決算報告承認の件
3．定款・定款施行細則改訂の件
4．役員選任の件
5．その他

付議事項

　今回のNewsletterでは、特にフェローシップの記事を多く取り上げてい
ます。この胸部外科学会の新規事業は若手中堅の胸部外科医を対象とし、
彼らに世界を経験してもらい、広い見地で日本の胸部外科領域の発展に尽
くしてもらおうとして企画されたものです。2017 年度はJATSフェローシッ
プ、JATS/AATS Foundation Fellowship合わせて心臓４人、呼吸器３人の合
計７人の方が短期留学されました。2018 年度は心臓４人、呼吸器２人、食
道１人の合計７人の先生方が研修を積みに出かけることとなります。留学
体験記を読むと、その意図は達成され、彼らの今後の活躍が期待されます。
お金は貯めるだけでは意味がなく、有効に使ってこそ価値を発揮します。
このNewsletterや学会ホームページも今後広告を増やす予定でいます。そ

こで得た資金で若手育成に向けた新しい事業ができるようになればと思い
ます。
　また、是非、理事会ニュースをご覧いただきたいのですが、現在、胸部外
科学会の将来に関わる重要な改革が検討されています。一つはNPO法人か
ら一般社団法人への変更、もう一つは、学術集会開催形態の変更です。後
者に関しては、胸部外科学会が３領域統合学会として将来にわたって価値
を維持し続けるためにはどうしても必要なものであると理事会は決断いた
しました。会員、評議員の先生方にも是非、将来的な視点で深く考えてい
ただきたい問題です。
 広報委員会委員長　千田 雅之

会員証を用いて本年も学術集会参加証の発行をいたします。必ず会場
にお持ちください。現在お持ちでない、2017年8月1日（火）～2018年7
月31日（火）の間に新入会・復会・会員証再発行申請された方には、9
月上旬より順次お手元にお届けいたします。

会場の参加受付機に会員証をかざすと、氏名（漢字・ローマ字）、所属などが参加証に印字・発
行されます。印字内容は9月25日（火）時点でお届け出の情報に基づきます。変更は会員ページ
（https://jats.members-web.com/my/login/login.html）よりお早めにお済ませください。なお、
会員証・参加証ともに外字（PC環境で上手く表示されない文字）は置き換えて印字されます。何卒
ご了承ください。会場では再発行の申請は受付いたしません。下記ご確認の上、別途申請願います。

会員情報の変更は9/25（火）までにお済ませください！

会員証と学術集会参加登録について

申請内容

新入会
再入会

紛　失
破　損
汚　損

改　姓
改　名

退　会

（1）手続 （2）発行

不要

以下を事務局に郵送し申請
　■新旧の姓名併記した書面
　■既存の会員証

再発行料￥3,000（税込）納入

口座：
　みずほ銀行　飯田橋支店
　普通預金　2288186

名義：
　特定非営利活動法人
　日本胸部外科学会
　トクヒ）ニホンキョウブゲカガッカイ
　※振込人名を必ず入力

7月31日（火）まで
の受付分は
9月上旬順次発送

8月1日（水）以降
の受付分は
2019年秋に発送

続いて
　■納入を終えた旨
　■再発行の理由
記載し会員ページ専用窓口

（jats-manager@umin.net）
まで申請

破損・汚損した会員証は自身で処分

HPの『退会手続』参照し申請　会員証は自身で処分 http://www.jpats.org/

日本胸部外科学会 オリジナルネクタイ販売
深みのある紺地に赤・緑・黄のスト
ライプと心・肺・食をイメージした
ロゴマークが施されたデザインと
なっております。
会員の皆様、学術集会参加の際など
に是非お一ついかがでしょうか！
お申し込みの詳細は学会webサイ
トをご覧ください。

限定
300本

GTCSの取り組み

General Thoracic and Cardiovascular Surgery（GTCS）は日本胸部外科学会、
日本呼吸器外科学会のOfficial Journal、日本心臓血管外科学会のAffiliated Journalです

http://www.jpats.org/

みんなでとったぞインパクトファクター（IF）

日本胸部外科学会
W e bサイトに
お勧め論文を

掲載しています！


